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第１回自社株価予約取引の先渡期間再延長に関するお知らせ 

 

当社は、2022年３月 28日開催の取締役会において、2020年６月４日公表の「第１回自社株価予約取引

の内容確定に関するお知らせ」及び 2021年４月 19日公表の「第１回自社株価予約取引の先渡期間延長に

関するお知らせ」に関して、当社が締結した第１回自社株価予約取引（以下、「本取引」といいます。）の

先渡期間の再延長を決議しましたので、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

 

１．本取引の先渡期間の再延長の理由 

 当社は、2020 年５月 22日に自社株価予約取引包括契約（以下、「本契約」といいます。）の締結並びに本取

引を申込み、同年６月４日にその内容が確定しました。自社株価予約取引の会計上の取扱いとして、四半期

毎に時価評価を行い、当該四半期決算日における当社株価が直前四半期決算日における当社株価を上回る場

合は営業外収益を、直前四半期の当社株価を下回る場合は営業外費用として反映されます（具体的には、当

社 2022年９月期第１四半期決算日当社株価 1,052円 ＜ 2021 年９月期第４四半期当社株価 1,262円となりま

すので、当該四半期 2022年第１四半期決算において 89 百万円を営業外費用に計上しました）。 

本取引については、2021年４月 19日公表の「第１回自社株価予約取引の先渡期間延長に関するお知らせ」

のとおり、先渡期間について既に１年延長を決定しておりますが、その後も当社株価は、2021年９月期決算

日に 1,262円を示して以降、2022年第１四半期決算日 1,052 円と、営業外費用を計上する状況が続いており

ます。そこで今般においても、株価上昇局面での売却の機会を確保するため、先渡期間について再度１年延

長を行うことを判断したものであります。 

再延長を行うにあたり、本契約の出口戦略について、当社との業務提携先や投資家への売却により、当社

事業との親和性が高くシナジーが期待できる企業との資本・業務提携を円滑に行うことの検討の継続と、自

己株式としての取得も選択肢に加え、株主還元及び資本効率の向上を図ることについても合わせて検討を行

い、柔軟に市場環境の変化に適合した経営を継続する所存であります。 

 

２. 本取引の概要（延長後） 

(1) 取引の種類 株式先渡取引 

(2) 決済方法 差金決済 

(3) 先渡購入者 当社 



(4) 先渡売却者 EVO FUND 

(5) 対象株式 当社普通株式（証券コード 2453） 

(6) 対象株式数 300,000 株（注１）（2020 年９月 30 日時点の当社総株主の議決権数の

0.88％相当） 

(7) 先渡価格 836.4230 円 

(8) 契約締結日 2020年５月 22日 

(9) 終了時基準価格計算開始日 2023年４月 18日 

(10) 満期日 2023年６月２日 

但し、当社と EVO FUNDとは、協議のうえ、合意する条件で満期日を延

長することができる。 

(11) 満期決済日 満期日（又は当社および EVO FUND が別途合意する日）（当日を含まな

い）の 10営業日後の日 

（注１）本契約に基づく個別の取引における対象株式数の総数は 600,000株を上限としています。本取引とは

別に実施している第２回自社株価予約取引については、対象となる株数は 174,800 株、満期日は 2022

年９月 20日です。 

 

３．今後の見通し 

 本取引に伴う業績への影響は軽微であると考えております。ただし、今後開示すべき事項が生じた場合に

は、判明次第速やかに公表いたします。 

 

  以 上 


